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ウサギの行動特性観察による昼行性 ･夜行性解析

倉 林 譲 ･上 山 和 貴
岡山大学医学部附属動物実験施設

<実験日的>

ウサギが昼行性か夜行性かを即答できるヒトがい

るであろうか｡野生ウサギにおいては夜ウサギの目

がキラツとひかって行動している光景を見たことは

誰にも経験があることではあるが､それならばウサ

ギは夜行性であると断言できるであろうか｡実験動

物学者に聞いてみてもはっきりした解答が得られな

かったので､ケージの大きさを調査するために終日

ウサギの行動をビデオカセットレコーダーにて記録

し､そのデータから解析 してみたところ興味ある所

見が得られたのでここに報告する｡

<実験材料ならびに実験方法>

実験材料は､sLC社の日本白色種雄性ウサギ6羽

(平均体重 :3.97±0.31kg)を観察対象動物とした｡

先験方法は､在来型 ｢FRPケージ｣(床面積 :300WX
485D=1,455cm') と約2.6倍の床面積を有する

rscANBURケージ｣飾面積 :610WX610D=3,721cm')
の2種類のケージに交換 した｡観察機器にはカラー

ビデオカメラ(SONYSSC-CX21V)4台ならびにタイム

ラブスカセットリコーダー(SONYSVT-L200)1台を使

用して観察 した｡第 1カメラ (在来型FRPケージで

2羽)､第2カメラ (SCANBURケージで 1羽)､第3
カメラ (SCANBURケージで 1羽)ならびに第4カメ

ラ (在来型ケージで 1羽)の4台のカメラにて撮影

した｡在来型FRPケージ (小)からscANBURケージ

(大)へ移動 し､5日間飼育 した後に逆のケージに

再度戻 し､10日後にまた小ケージから大ケージへ戻

して飼育した｡すべての行動観察の記録が終了して

から録画ビデオを再生 し､そのコマ数をカウントし

行動特性の観察を行った｡なお､昼夜照明は7:00-

19:00とした｡

<実験成績>

1)ウサギの行動特性

ウサギの行動特性は､長い耳介を有し通常耳介は

横に寝かせているが､緊張する時にはこれを立て

る｡ そしてしばしばリラックスポーズで寝そべるこ

とが多く､時に伸び上がる探索行動をとることもあ

る｡ また､歩行行動以外に後肢の蹴 り上げによる跳

躍行動をとることもある｡ また､ケージ内に動物実

験施設では一般的には行われていない稲藁を入れれ

ば造巣の習性もある｡ これらのウサギの行動を列挙

すれば次の7項目に大別される｡1)sitting/Lying

(座位､腹臥位等にて静止)､2)wondering(歩行､

排相等)､3)Jumping/Kicking(跳躍 ･蹴り等)､4)

Eating/Drinking(摂餌 ･摂水等)､5)Grooming(毛

づくろい)､6)sleeping(腹臥位､横臥位で寝る)､

7)others(その他の行動 :例えば排尿 ･排糞､ケー

ジの噛り等)などの行動が観察される｡

2)昼夜のウサギの行動分析結果

ウサギの行動を観察することにより昼行性ならび

に夜行性を判別 した結果は､表 1に示す通 りであ

る｡ まず､静止行動は､夜間に57.6%(差15.2%)と多

く観察された｡静止行動が夜間に多 く認められると

いうことは､ウサギの行動としてはやや昼行性の傾

向を有すると判定される｡歩行行動は昼間に多く観

察され､57.3%(差14.6%)の割合であった｡したがっ

表1 ウサギの行動特性観察からの昼行性ならびに夜行性解析

昼 .夜 静 止 歩 行 跳 躍 摂餌 .摂水 毛づくろい 睡 眠 排尿 .排便

昼: 17,134 416 6 3,712 9,140 22,500 0
コマ数(%) (42.4) (57.3) (42.9) (52.0) (53.9) (55.7) (0.0)
夜: 9,706 310 8 3,422 7,824 17,870 54
コマ数(%) (57_6) (42.7) (57.⊥) (48,0) (46.1) (44.3) (100.0)

(コマ数,%)
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で､歩行行動は同じく昼間の行動と解釈され､昼行

性の傾向が多いと判定される｡ 跳躍行動は､夜間に

57.1%(差14.2%)Lt多く認められ､跳躍行動はやや夜
行性の傾向を有する行動であることが分る｡ また､

摂餌 ･摂水行動は､昼間に52.0%(差4.0%)と僅かに
昼間に多い行動であり､昼行性傾向を有すると判定

できる行動である｡ 毛づくろい行動は､昼間に多く

認められる行動であり､毛づくろい行動は53.9%(差
7.8%)とやや昼行性行動と位置づけることができ
る｡睡眠行動は､55.7%(差11.4%)と昼間に多く観察
された行動であるが､ウサギにとっては夜行性の傾

向を有する行動と判定できる｡ その他の行動で排

尿 ･排便行動等は､100.0%(差100.0%)と夜に多く認
められた行動である｡ この行動からウサギの行動と

しては夜行性の行動と解釈できる｡

<考察ならびに結論>

以上を取りまとめてみると､ウサギの7行動特性

のうち昼間 ･夜間の行動を分類すると､7項目のう

ち4項目については昼行性の傾向を有する行動であ

ると判明されたが､3項目については夜行性の傾向

を有する行動であることが判明できた｡しかしなが

ら､この判定方法は､大きな値の相違がある項目の

行動については問題は比較的少ないと思われるが､

その差の平均値は23.9%(4.0-100.0%)である｡ した
がって､昼行性 ･夜行性の行動を分類したこと自体

その判定は非常に微妙であり､少々のデータの誤差

により反対の解釈 (判定)にもなりうるのでこの成

績を批判的に見て頂くようお願いしたい｡今回はオ

ートタイマーによって人工的に昼夜環境を作ったも

のであり､昼 ･夜になってから1時間の借を重点的

に観察しなるべく変化の強い時間帯を解析したつも

りであるが､明確な相違が認められなかった｡この

ことは野ウサギのようなフィールドで生活する自然

照明とは違っている｡昼間でも人工照明に依ってい

るところでは､自然の夜の状態をつくることができ

ない｡つまり施設内で人工照明を消灯すると真っ暗

になりビデオ録画ができなくなってしまうので､豆

電球の照明で夜の環境を作ったこと､自然界では山

奥の人里離れた場所でも真っ暗になることはない｡

兎に角､ウサギの行動特性から昼行性 ･夜行性を論

ずる場合､今回の分析結果からはやや昼行性に傾い

ているが､この点は後日､更にデータを重ねて検討

してみる必要がある｡
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